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地域 協議体 現状

廿日市 ―

・第2層協議体への移行を見据えて、平成30年度から11地区の任意の福祉関係者をメ
　ンバーとし「ささえあいのまちづくり情報交換会」を開催(年２～３回)している
　が、地域性にも大差があり参加人数が多いため意見がまとまらず、協議体として
　の運営に移行することは困難と判断。勉強会や情報交換の場として継続中

・第2層協議体設置へ向けて、令和5年度から「廿日市地域の地域福祉を考える会(仮
　称)」の開催を検討中

佐伯 ―

・第2層協議体への移行を見据えて佐伯地域づくり戦略会議を開催していたが、小地
　域(第3層域)で課題等の提供ができなかったため、会議の運営が困難となり、現在
　休止中。小地域活動に重点を置き、市民センターと協働して、4地域(津田、友和、
　玖島、浅原)に積極的にかかわる

吉和 生涯暮らし続けられる
吉和地域をつくる会

・地域活動者、関係団体等を委員としてつくる会を開催(年1～2回)

・地域の話し合いの場としてコミュニティよしわ福祉・健康部会があり、敬老会の
　企画や「地域づくりプラン」等も協議
・地域の資源を活用し認知症カフェの取組みが進行中

大野 大野地域福祉推進委員
会

・全区の福祉部会長および地域活動団体、事業所関係者を委員として推進委員会を
　開催(年2回)、また、地域福祉研究協議会(年1回)で地域住民と一緒に地域福祉に
　ついて勉強する機会を設けている。
・令和4年第１回は地域課題の共有をし「担い手不足」「コロナの影響で心身ともに
　衰弱」などが抽出された。

宮島
宮島地区コミュニティ
推進協議会
(生活環境・福祉部会)

・総代会、地域活動団体、行政関係者等を委員として協議会を開催(年4回)

　(地域の高齢者を中心とした地域課題や福祉課題の解決に向け、勉強会を開催予
　定)

・地域の福祉課題を提案してもらい、それを第３層協議体で協議検討を重ねて第２
　層協議体にフィードバックし課題解決に向けた対応について第3層に提案や報告を
　行なっていくことを確認

第2層協議体の状況
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地域 協議体 話し合いの場 現状

廿
日
市　

(

東
部)

佐方 ―
佐方アイラブ自治
会研修会

・住民福祉事業局でサロンを開催(４地区　※１地区休止中)

廿日市 福祉の会
福祉の会事務局定
例会
サロン部会

・月2回開催
・高齢者を中心に百歳体操で活動を続けているが、障がい者、
　子どもなど多世代が集える共生型の活動を検討中

平良 平良地区福祉をす
すめる会

平良地区福祉をす
すめる会
サンサンひろばス
タッフ会議

・不定期(年４回程度)開催
・詐欺被害などの勉強会を開催予定

原 ―

原地区福祉部定例
会
原お互いさまネッ
ト

・福祉部定例会で気になる人や「つながり」を見える化する
　ためマップづくりをすすめる(２箇所実施)

・福祉部会長の負担感が大きく、部会の進行等を役員の持ち
　回り等にするなど、負担軽減を図っている
・離れた集落での出前サロン(見守り機能)を開催

第3層域の地域状況

3



地域 協議体 話し合いの場 現状

廿
日
市　

(

中
部)

串戸 ―
串戸地区自治協議
会常任委員会

・２か月に１回「串戸常任委員会」を開催
・地域の見守り活動等、民生委員と自治協議会福祉部との連携
　を図るため自治協議会に打診をしているが、今年度は防災事
　業に注力

宮内 ―
宮内地区サロン定
例会
メロンの会

・民生委員が中心となって地域の福祉活動(高齢者のつどい、
　子育てサロンなど)を展開
・自治組織での話し合いの場が見いだせていない状況　

宮園 ―

ほほえみ宮園定例
会
宮園地区社会福祉
協議会

・個々の地域団体(老人クラブ、地区社協等)の活動が非常に活
　発
・他方、団体同士の横のつながりがない

四季が
丘

四季が丘地区社会
福祉協議会

四季が丘地区社会
福祉協議会
サロンド四季が丘
運営委員会

・来年度コミュニティ組織に統合されることを契機に、福祉委
　員の役割を整理し、独居高齢者の支援の仕組みづくりをすす
　める予定
・地域の見守り活動を充実させるため、認知症をテーマに話し
　合いの場の設定を計画

第3層域の地域状況
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地域 協議体 話し合いの場 現状

廿
日
市　

(

西
部)

地御前 ―
・住民アンケートを実施しており、アンケートから地域課題を
　抽出
・「多世代交流の場」の設置を計画

阿品 ―
阿品地域の地域福
祉を学ぶ会

・「阿品地域の地域福祉を学ぶ会」(１、２丁目)で気になる人、
　気になる箇所のマップづくりを実施
・実際にまち歩きをしながら、住民間で共有

阿品台 ―
阿品台地区の未来
を考える会

・地区内のサロン世話人交流会を開催予定
・話し合いの場のコロナ禍以降開催されておらず、関わりが持
　てていない

第3層域の地域状況
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地域 協議体 話し合いの場 現状

佐
伯

津田
・
四和

―
津田コミュニティ
福祉部会

・ナガスタ(旧ながたストアー)に新たな居場所として「さとや
　まカフェ」がオープン。認知症カフェの機能をもった居場所
　として展開

友和 ―
友和コミュニティ
役員会

・友和市民センター主催で、コミュニティ・社協・地域包括支
　援センターが一緒に福祉について住民勉強会を開催予定。
・リフレッシュカフェ(認知症カフェ)が開設され、認知症の人、
　家族、地域の人の居場所であり活動の場となっている

浅原 ―
浅原の未来を創る
会

・「あさはらビジョン」を策定するためのワークショップを開
　催(全３回)

　住民アンケートから抽出された６つのテーマをもとに、住民
　間で「こうありたい」、「こうなりたい」姿を共有

玖島 ―
玖島コミュニティ
役員会

・新しい拠点「花咲く館」の展開があり、民生委員主体となっ
　てサロンを開始

第3層域の地域状況
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地域 協議体 話し合いの場 現状

大
野

1区 ― 福祉部会
・地域行事も再開し、楽楽キャブ(移動支援)や楽楽サロン、楽
　楽ボックス(資源回収倉庫)など1区ならではの活動を展開中
・新しく開所した赤崎集会所で百歳体操が開始

2区 地域福祉会議
福祉部会
2区福祉推進委員会
地域福祉会議

・福祉部会長の交代により福祉会議は休止中
・区として福祉推進委員会や給食サービス、サロン活動などに
　取組む
・今年度から新しく、福祉部会と民生委員との連携推進による、
　新たな見守り活動について定期的に話合う場がスタート

3区 ― 福祉部会
・子育て世代が増加しており、地域の大人と子どもの交流会を
　開催(夏休みに工作づくり)

4区 ― 福祉部会
・「安全・安心・ふれあいのまちづくり」を基本理念に各部会
　が協議を重ね、多くの参加者が参加できるよう工夫し、ふれ
　あいサロンやお茶の間サロンを開催

5区 ― 福祉部会
・地区給食サービスや訪問活動、サロンなど万年青会を中心に
　推進

6区 ― 福祉部会
・民生委員、女性会、万年青会との連携や先進地への視察を予
　定

第3層域の地域状況
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地域 協議体 話し合いの場 現状

大
野

7区 ― 福祉部会
・友愛訪問やサロンによる見守り活動に取組む
・世代間交流会や通学合宿など青少年育成活動も盛ん
・鯛山子育てサロンを開始

8区 八区ふれあい福祉
の会

福祉部会
八区ふれあい福祉
の会

・お互いが支え合うやさしいまちづくり「福祉のまち推進事
　業」のMSK活動を進めていたが、コロナの影響を受け活動休
　止中

9区 第３層協議体推進
委員会

福祉部会
第３層協議体推進
委員会

・月１回開催
・地域内の支援体制の構築に向けた話し合い、助けあい支えあ
　いの仕組みづくりをすすめる(当面は、後期高齢者を対象)

10区 サロン世話人会
福祉部会
サロン世話人会
のぞみの会

・新たに５年先・１０年先の１０区を考える会として民生委員
　を中心に「のぞみの会」を立ち上げ
・マップ作りをすることで地域の見える化に取組み中。同時に
　サロン世話人会との情報共有も行う

11区 ― 福祉部会
・友愛訪問や百歳体操など11区ならではのふれあい・ささえあ
　い活動に取り組む
・地域住民と社協の意見交換会を開催

宮島 宮島地域の福祉を
考える会

宮島地域の福祉を
考える会

・宮島地域の交通政策の充実、ショートステイ利用時の送迎に
　ついて課題意識を持ち協議中
・第３層協議体で取り上げた宮島地域の福祉課題を協議検討し、
　第２層協議体に提案や報告を行い課題の解決を図っていくこ
　とを確認

第3層域の地域状況
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